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平成 22 年
成人式典参加申込書

※�成人式参加申込みは、成人者の自覚と責任の上に、
自らお申込み下さい。
※�申込みは、この申込用紙をご持参いただくか、ま
たは町ホームページから行って下さい。

【対象者】

　平成元年４月２日〜平成２年４月１日生まれ
　町内在住または町内の小中学校を卒業した方

【申込期限】平成 21 年 12 月 11 日（金）まで
【問い合わせ及び申し込み先】

　町教育委員会生涯学習課☎ 055-272-6094
　三珠支所生涯学習担当☎ 055-240-4153
　六郷支所生涯学習担当☎ 0556-32-2111

（裏面に必要事項を記入して下さい）

 平成 22 年成人式典

　【日程】平成 22 年１月 10 日（日）

　【受付】正午

　【開式】昼 12 時 30 分

  三珠歌舞伎文化公園ふるさと会館

　

こ
の
た
び
の
町
長
選
挙
で
は
、
町
民

の
皆
様
の
大
き
な
ご
支
援
を
賜
り
再
度

町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

【
基
本
姿
勢
】

　
「
町
政
は
日
常
に
あ
り
」
を
信
念
と

し
て
い
ま
す
。
町
の
財
政
健
全
化
を
推

進
し
、
子
ど
も
た
ち
に
借
金
を
で
き
る

か
ぎ
り
残
さ
な
い
よ
う
責
任
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
ま
で

以
上
に
水
準
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

実
現
し
、
日
本
一
暮
ら
し
や
す
い
「
き

ら
り
と
光
る
」
町
を
め
ざ
し
ま
す
。

【
教
育
】

　

教
育
は
「
人
づ
く
り
」
で
あ
り
「
心

づ
く
り
」
だ
と
考
え
ま
す
。
学
校
施
設

の
耐
震
化
を
平
成
22
年
度
ま
で
に
完
了

さ
せ
る
と
と
も
に
、
教
室
の
エ
ア
コ
ン

や
校
庭
の
散
水
施
設
も
順
次
整
備
し
ま

す
。
核
兵
器
廃
絶
平
和
宣
言
を
し
て
い

る
町
と
し
て
今
後
も
平
和
教
育
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

【
福
祉
・
医
療
】

　

中
学
３
年
ま
で
の
医
療
費
窓
口
無
料

化
と
ひ
と
り
親
（
母
子
・
父
子
）
家
庭

の
医
療
費
助
成
を
継
続
し
ま
す
。
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て
助
成
し
ま

す
。
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
ご
高

齢
世
帯
へ
の
支
援
を
充
実
し
ま
す
。

【
産
業
振
興
】

　

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
防
止
に
関
す
る

施
策
や
、
商
店
街
の
活
性
化
事
業
、
和

紙
や
印
章
と
い
っ
た
地
場
産
業
振
興
を

支
援
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
西
八
代
や
商
工
会

と
連
携
し
特
産
品
の
開
発
や
ブ
ラ
ン
ド

確
立
に
取
り
組
み
、
地
域
活
性
化
策
を

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

【
市
町
村
合
併
】

　

平
成
22
年
度
に
、
合
併
問
題
に
つ
い

て
研
究
す
る
組
織
を
つ
く
り
、
望
ま
し

い
自
治
体
規
模
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し

方
向
性
を
見
い
出
し
て
い
き
ま
す
。

久
保
眞
一
町
長　

再
選

　

９
月
18
日
（
９
月
13
日
告

示
）、
任
期
満
了
に
伴
う
市
川

三
郷
町
長
選
挙
の
投
票
が
行

わ
れ
、
久
保
眞
一
氏
が
再
選

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
９
月
19
日
に
は
、
当

選
し
た
久
保
眞
一
町
長
に
、

土
橋
正
博
選
挙
管
理
委
員
長

か
ら
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ

ま
し
た
。

町
の
財
政
を
健
全
化
し
て
「
子
ど
も
た
ち
に
町
債
（
借
金
）
を

残
さ
な
い
」
責
任
あ
る
町
づ
く
り

久
保　

眞
一
（
く
ぼ
し
ん
い
ち
）

【
主
な
経
歴
】

Ｈ
11
・
５
～
Ｈ
15
・
４　

市
川
大
門
町
議
会
議
員

Ｈ
15
・
５
～
Ｈ
17
・
９　

市
川
大
門
町
長

Ｈ
17
・
10
～　
　
　
　

市
川
三
郷
町
長
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平成 20 年度市川三郷町教育委員会の事務の点検及び評価　

項　目 観　点 評価の
平均点

生涯学習の
充実

公民館活動の支援は充実しているか。 ３．４

生涯学習推進のため各講座は充実しているか。 ４．２

図書館事業は充実しているか。 ３．６

青少年健全育成に努めているか。 ３．４

生涯スポー
ツの振興

町民の体力づくりの向上は充実しているか。 ３．０

体育施設の管理及び充実に努めているか。 ３．４

スポーツ活動の振興に努めているか。 ３．４

関係団体と連携して事業を進めているか。 ３．４

スポーツの指導者育成に努めているか。 ３．４

スポーツ愛好者の底辺拡大に努めているか。 ３．２

文化・芸術の
振興

文化の振興に努めているか。 ３．２

文化財の保護、継承の支援活動が充実しているか。 ３．０

「本物」に触れる機会の提供に努めているか。 ３．０

体験学習の
推進

地域の特色を生かした体験学習プログラムは提供できたか。 ３．０

伝統産業の技術を体験できる機会を提供できたか。 ３．２

国際交流の
推進

国際交流にあたり、町民の地域理解が向上しているか。 ３．２

国際交流協会への支援は充実しているか。 ４．４

学校教育の
充実

教育課程の確実な実施・評価・改善に努めているか。 ３．８

指導方法と評価方法の工夫・改善に努めているか。 ３．８

生徒指導の充実に努めているか。 ３．８

健康安全指導の充実に努めているか。 ３．４

学校、家庭、地域等関係機関との連携に努めているか。 ３．６

国際理解教育の推進に努めているか。 ３．６

教育委員会
及び事務局

教育委員会の会議の運営改善に努めているか。 ３．８

企画、指導、管理は適切か。 ３．８

人事や組織の改善に努めているか。 ３．６

学校等の施設の充実に努めているか。 ４．２

総平均値（上記 27 項目の評定の平均値） ３．５

※「評定の平均値」は各教育委員が上記 27 項目について５段階絶対評価
（5：極めて満足　4：満足　3：普通　2：不満　1：極めて不満）で、評定した
ものの平均値です。
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改
正
地
方
教
育
行
政
法
が
平
成
20
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
町
教
育
委

員
会
も
毎
年
、
そ
の
権
限
に
属
す
る
事

務
の
管
理
や
執
行
の
状
況
に
つ
い
て
点

検
や
評
価
を
行
い
、
報
告
書
を
作
成
し

議
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
公
表
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　

　

評
価
方
法
は
５
名
の
教
育
委
員
が
委

員
会
内
の
業
務
が
適
正
に
執
行
さ
れ
て

い
る
か
を
、
つ
ぎ
の
３
つ
を
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
５
段
階
で
自
己
評
価
し

ま
し
た
。

　

評
価
の
結
果
、
27
項
目
の
総
平
均
値

は
３
・
５
で
、最
も
高
か
っ
た
の
は
「
国

際
交
流
協
会
へ
の
支
援
」
の
４
・
４
で

し
た
。
ま
た
、
最
も
低
か
っ
た
も
の
は

「
町
民
の
体
力
づ
く
り
」「
文
化
財
の
保

護
継
承
」「
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

体
験
学
習
」
な
ど
の
３
・
０
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
評
価
を
も
と
に
教
育
委
員

会
で
は
、
教
育
水
準
の
維
持
向
上
や

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
教
育
の
振
興
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
は
内
容
に
つ
い
て
更
に
検
討

し
、
必
要
に
応
じ
て
改
訂
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
町
教
育
委
員
会
教
育

総
務
課
☎
０
５
５（
２
７
２
）６
０
９
３

①
総
合
計
画
の
『
や
す
ら
ぎ
づ
く
り
～
日

本
一
の
暮
ら
し
や
す
さ
を
め
ざ
し
て
』
を

基
本
方
針
に
市
川
三
郷
町
の
教
育
「
学
ぶ

ま
ち
」
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
実

態
に
合
っ
た
も
の
と
す
る
。

②
教
育
委
員
会
事
務
の
改
善
と
説
明
責
任

を
果
た
す
こ
と
を
目
的
と
す
る

③
５
段
階
絶
対
評
価
と
し
、
シ
ン
プ
ル
で

誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
。

　
　

  
教
育
委
員
会
の
通
信
簿
平
成
20
年
度
市
川
三
郷
町
教
育
委
員
会
の

事
務
点
検
及
び
評
価
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町
に
入
っ
て
き
た
お
金

　

平
成
20
年
度
の
町
の
一
般
会
計
歳

入
総
額
は
、
93
億
１
８
９
８
万
９
千

円
で
す
。
こ
れ
は
町
民
税
や
財

産
収
入
な
ど
の
町
で
自
ら
が
確

保
で
き
る
お
金
（
自
主
財
源
）、

30
億
５
６
６
０
万
９
千
円
と
、
地
方

交
付
税
や
国
庫
支
出
金
な
ど
の
国
や

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
（
依
存
財

源
）
62
億
６
２
３
８
万
円
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
最
も
大
き
な
割

合
を
占
め
る
皆
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
い
た
町
税
は
、
１
人

あ
た
り
約
10
万
７
千
円
で
し
た
。

町
で
使
っ
た
お
金

　

歳
出
額
の
目
的
別
歳
出
グ
ラ
フ
を

作
り
ま
し
た
。
目
的
別
と
は
土
木
費

や
教
育
費
な
ど
行
政
目
的
に
よ
っ
て

分
類
し
て
あ
る
グ
ラ
フ
で
す
。

　

一
般
会
計
の
支
出
総
額
は

87
億
９
０
４
０
万
１
千
円
に
な
り

ま
す
。
福
祉
全
般
を
担
う
民
生
費

が
18
億
９
８
４
７
万
８
千
円
で
も

っ
と
も
多
く
、
次
い
で
道
路
や
町

営
住
宅
の
維
持
整
備
に
か
か
る
土

木
費
15
億
４
９
９
１
万
７
千
円
、

借
金
の
返
済
金
に
あ
た
る
公
債
費

15
億
１
７
４
１
万
１
千
円
と
続
き
ま

す
。
歳
出
決
算
学
を
町
民
１
人
あ
た

り
に
換
算
す
る
と
、
約
48
万
１
千
円

に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
収
入
か
ら
支
出
を
差
し
引

い
た
金
額
は
５
億
２
８
５
８
万
８
千

円
と
な
り
、
21
年
度
に
繰
り
越
さ
れ

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
町
の
家
計
簿
と
も
い

う
べ
き
「
決
算
」
に
興
味
が
あ
り
ま

す
か
？
ど
れ
く
ら
い
税
金
を
払
っ
て

い
て
、
そ
れ
が
ど
ん
な
使
わ
れ
方
を

し
て
い
る
の
か
ご
存
じ
で
す
か
。

　

９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
提
出
、

認
定
さ
れ
た
平
成
20
年
度
決
算
に
つ

い
て
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
（
国

民
健
康
保
健
特
別
会
計
ほ
か
17
会

計
）
及
び
上
水
道
・
病
院
事
業
会
計

の
内
訳
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成 20 年度決算
11

No.050 �

歳出
87億  9,040万１千円
合計

民生費（21.6％）
18億9,847万８千円

衛生費（10.4％）
９億1,624万５千円

公債費（17.3％）
15億1,741万１千円

総務費（13.7％）
12億730万４千円

農林水産業費（3.7％）
３億2,355万１千円

商工費（1.8％）
１億5,982万７千円

土木費（17.6％）
15億4,991万７千円

消防費（1.5％）
１億3,193万１千円

教育費（10.3％）
９億234万７千円

災害復旧費（0.1％）
288万７千円

諸支出金（1.2％）
1億771万５千円

議会費（0.8％）
7,278万８千円

地方交付税（37.6％）
35億134万円

地方譲与税（0.9％）
8,194万5千円

国庫支出金（9.3％）
８億6,900万３千円

県支出金（5.6％）
５億1,870万１千円

町債（11.4％）
10億5,880万円

各種交付金等（2.5％）
２億3,259万１千円

町税（21.0％）
19億5,339万円

分担金・負担金（2.9％）
２億6,873万７千円

財産収入・繰入金（1.6％）
１億4,463万３千円

繰越金（5.7％）
５億2,824万４千円

諸収入（0.8％）
7,223万７千円

使用料等（1.0％）
8,936万８千円

依
存
財
源

自
主

　

財
源

■
地
方
交
付
税

��

国
の
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
な
ど

の
そ
れ
ぞ
れ
一
定
割
合
の
額
を
、

基
準
に
基
づ
き
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金

■
地
方
譲
与
税

��

国
か
ら
国
税
と
し
て
徴
収
し
た
租

税
を
、
譲
与
さ
れ
る
お
金

■
国
庫
、
県
支
出
金

��

事
業
を
行
う
た
め
の
国
、
県
か
ら

の
負
担
金
や
補
助
金
な
ど

■
町
債

��

事
業
な
ど
を
行
う
た
め
に
借
り
入

れ
た
お
金

■
町
税

�

町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
税
金

■
繰
入
金

��

各
種
基
金
な
ど
か
ら
一
般
会
計
へ

繰
り
入
れ
た
お
金

■
議
会
費　

��

議
員
等
へ
の
報
酬
、
議
会
広
報
発

行
な
ど
議
会
の
運
営

■
総
務
費　

��

役
場
管
理
費
や
人
件
費
、
負
担
金
、

選
挙
、
広
報
紙
発
行
な
ど

■
民
生
費

��

社
会
福
祉
に
関
す
る
も
の
、
つ
む

ぎ
の
湯
な
ど
の
維
持
管
理

■
衛
生
費

��

総
合
健
診
や
母
子
保
健
、
公
害
対

策
、
ご
み
な
ど
環
境
衛
生

■
農
林
水
産
業
費　

��

農
道
整
備
や
土
地
改
良
事
業
な
ど

農
林
業
の
振
興

■
商
工
費

��

商
工
会
運
営
費
補
助
ほ
か
商
工
業

の
振
興

■
土
木
費　

��

道
路
の
や
河
川
の
整
備
、
町
営
住

宅
の
建
設
、
維
持
管
理
な
ど

■
消
防
費　

�

消
防
団
活
動
や
防
災
の
ま
ち
づ
く
り

■
教
育
費　

�

学
校
教
育
や
社
会
体
育
、
生
涯
学
習

■
公
債
費　

��

町
が
建
設
事
業
な
ど
を
実
施
す
る

と
き
に
借
り
た
お
金
の
返
済

歳出
87億  9,040万１千円
合計

民生費（21.6％）
18億9,847万８千円

衛生費（10.4％）
９億1,624万５千円

公債費（17.3％）
15億1,741万１千円

総務費（13.7％）
12億730万４千円

農林水産業費（3.7％）
３億2,355万１千円

商工費（1.8％）
１億5,982万７千円

土木費（17.6％）
15億4,991万７千円

消防費（1.5％）
１億3,193万１千円

教育費（10.3％）
９億234万７千円

災害復旧費（0.1％）
288万７千円

諸支出金（1.2％）
1億771万５千円

議会費（0.8％）
7,278万８千円

地方交付税（37.6％）
35億134万円

地方譲与税（0.9％）
8,194万5千円

国庫支出金（9.3％）
８億6,900万３千円

県支出金（5.6％）
５億1,870万１千円

町債（11.4％）
10億5,880万円

各種交付金等（2.5％）
２億3,259万１千円

町税（21.0％）
19億5,339万円

分担金・負担金（2.9％）
２億6,873万７千円

財産収入・繰入金（1.6％）
１億4,463万３千円

繰越金（5.7％）
５億2,824万４千円

諸収入（0.8％）
7,223万７千円

使用料等（1.0％）
8,936万８千円

依
存
財
源

自
主

　

財
源



町
の
借
金

　

町

全
体
の
借
入
金
の
総

額

は
２
５
８
億
５
２
８
２
万
５
千

円
、
内
訳
は
一
般
会
計
分

１
０
９
億
１
０
１
３
万
９
千
円
、
特
別

会
計
分
１
４
９
億
４
２
６
８
万
６
千

円
に
な
り
ま
す
。
町
民
１
人
あ
た

り
に
換
算
す
る
と
、
町
全
体
で

１
４
２
万
６
千
円
に
な
り
ま
す
。
な
お

平
成
19
年
度
と
比
較
し
た
場
合
、
町

全
体
で
５
億
９
２
０
６
万
９
千
円
削
減

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
公

債
費
の
発
行
額
の
抑
制
、
繰
り
上
げ

償
還
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

財
政
健
全
化
の
指
標

　

自
治
体
の
財
政
破
た
ん
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
国
で
定
め
た
財
政
指
標

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
自
治
体
の
財

政
状
況
を
明

ら
か
す
る
も

の
で
、
指
標

が
基
準
を
上

回
っ
た
自
治

体
に
は
、
財

政
の
健
全
化

に
向
け
た
計

画
の
策
定
な

ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
制
約
が

課
せ
ら
れ
ま

す
。

　

平
成
20
年
度
の
決
算
に
基
づ
く
算

定
の
結
果
、
本
町
で
は
実
質
公
債
費

比
率
、
将
来
負
担
比
率
と
、
い
ず
れ

の
指
標
も
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回

る
数
値
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
依

然
高
い
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
安
定

し
た
財
政
運
営
が
必
要
で
す
。

特
別
会
計

　

特
別
会
計
に
は
次
の
表
の
と
お
り

た
く
さ
ん
の
事
業
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
私
た
ち
の
生
活
に
深
く
関
わ
り
の

あ
る
も
の
で
す
。
な
か
で
も
老
人
保

健
・
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・

公
共
下
水
道
な
ど
の
各
特
別
会
計
が

突
出
し
福
祉
や
生
活
環
境
に
配
慮
し

た
事
業
の
推
進
が
見
て
と
れ
ま
す
。

公
営
企
業
会
計

　

公
営
企
業
会
計
と
は
、
民
間
企
業

と
同
じ
よ
う
に
事
業
で
収
益
を
あ
げ

て
、
そ
の
収
益
に
よ
り
運
営
を
行
っ

て
い
る
会
計
で
す
。
本
町
で
は
上
水

道
事
業
と
病
院
事
業
が

あ
り
ま
す
。

　

収
入
に
対
す
る
支
出

の
不
足
額
は
、
積
立
金

な
ど
で
補
て
ん
し
て
い

ま
す
。
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平成 20 年度特別会計

会計名 歳入 歳出 差引

国保（事業勘定） 19 億 7,105 万 7 千円 19 億 6,661 万 5 千円 444 万 2千円
国保（直営勘定） 7,798 万 2 千円 7,143 万 5 千円 654 万 7千円
老人保健 2億 1,936 万 6 千円 2億 1,824 万 5 千円 112 万円
介護保険 17 億 4,201 万 6 千円 16 億 9,269 万 9 千円 4,931 万 7 千円

介護サービス事業 1,240 万 2 千円 402 万 6千円 837 万 7千円
訪問看護ステーション 2,095 万 7 千円 2,040 万 8 千円 54 万 8千円

簡易水道 2億 7,301 万 2 千円 2億 6,277 万 5 千円 1,023 万 7 千円
公共下水道事業 11 億 3,210 万円 11 億 822 万 6千円 2,387 万 4 千円
農業集落排水事業 3,557 万 1 千円 3,542 万 9 千円 14 万 1千円

戸別浄化槽整備推進事業 1,721 万 7 千円 1,666 万 3 千円 55 万 5千円
温泉事業 5,971 万 9 千円 5,918 万 5 千円 53 万 3千円

恩賜県有財産保護管理事業 227 万 8千円 11 万 1千円 216 万 7千円
市川財産区 129 万 5千円 1万 8千円 127 万 7千円
高田財産区 87 万 4千円 1万 7千円 85 万 6千円
大同財産区 336 万円 5万 7千円 330 万 3千円

歌舞伎文化公園管理事業 2,752 万 2 千円 2,521 万円 231 万 2千円
土地開発管理事業 2,054 万 3 千円 2,054 万 3 千円 0

0

50

100

150

200

250

300

Ｈ18
年度末

Ｈ19
年度末

Ｈ20
年度末

特
別
会
計

一
般
会
計

110億9,883万6千円

151億8,828万6千円

112億533万2千円

152億3,956万2千円

109億1,013万9千円

149億4,268万6千円

110億9,883万6千円

151億8,828万6千円

112億533万2千円

152億3,956万2千円

109億1,013万9千円

149億4,268万6千円

262億8,712万2千円

264億4,489万4千円

258億5,282万5千円
合計

（億円）

■公営企業会計
〈上水道事業〉 事業収益（収入） 事業費用（支出）

収益的収入及び支出 1 億 3,988 万 8 千円 1億 6,558 万 6 千円
資本的収入及び支出 3,065 万 8 千円 7,250 万 9 千円

〈病院事業〉 事業収益（収入） 事業費用（支出）
収益的収入及び支出 19 億 7,589 万 9 千円� 20 億 4,436 万 5 千円�
資本的収入及び支出 1 億 5,734 万 8千円 2億 6,251 万 2千円�

■財政指標

Ｈ 19 年度 Ｈ 20 年度
実質公債費比率�

（早期健全化基準 25％）�
（財政再生基準 35％）

17.6％ 17.2％

将来負担比率�
（早期健全化基準 350％） 149.7％ 157.2％

※実質赤字比率と連結赤字比率は赤字額がないため数値なし

▪��

実
質
公
債
費
比
率

��

町
の
実
質
的
な
借
入
金
相
当
額

（
公
債
費
）
が
町
の
財
政
規
模
に

占
め
る
負
担
の
割
合
の
３
年
間
の

平
均
値
を
示
す
指
標

▪
将
来
負
担
比
率

��

公
債
費
の
ほ
か
に
、
公
社
や
損
失

補
償
を
行
っ
て
い
る
出
資
法
人
な

ど
に
係
る
も
の
も
含
め
、
町
の
将

来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
が

町
の
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
を

示
す
指
標

■借入金の推移

特別会計・企業会計 他
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次
の
と
お
り
保
育
所
入

所
申
し
込
み
の
受
付
を

行
い
ま
す

【
入
所
基
準
】
児
童
の
保
護
者

な
ど
が
次
の
い
ず
れ
か
の
事
情

に
あ
り
、
保
育
で
き
な
い
場
合

▼
家
庭
外
労
働
▼
家
庭
内
労
働

▼
親
の
い
な
い
家
庭
▼
母
親
の

出
産
等
▼
病
人
の
看
護
等
▼
家

庭
の
災
害
▼
そ
の
他
（
保
護
者

が
求
職
活
動
中
等
）

※
山
保
へ
き
地
保
育
所
は
、
地

区
在
住
を
前
提
と
し
ま
す
。

【
申
込
受
付
期
間
】
11
月
16
日

㈪
〜
11
月
27
日
㈮

【
申
込
書
類
の
配
布
・
申
し
込

み
先
】
入
所
を
希
望
さ
れ
る
各

保
育
所
、
保
育
園
及
び
町
保
育

課
（
市
川
保
育
所
内
）

【
保
育
料
】
町
の
徴
収
金
基
準

額
で
徴
収（
次
ペ
ー
ジ
表
参
照
）

【
継
続
確
認
に
つ
い
て
】
現
在

入
所
し
て
い
る
児
童
に
つ
い
て

は
、「
継
続
確
認
書
」
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】各
保
育
所（
園
）

ま
た
は
、
町
保
育
課
（
市
川
保

育
所
内
）
☎
０
５
５
（
２
４
０
）

４
１
６
０

市川保育所
市川大門1689-2　☎055-272-0260
【定　員】60人
【対象児】２か月〜小学校就学前
【給　食】年齢に応じた完全給食
【保育時間】
（平　日）午前８:30 〜午後４:30
（土曜日）午前８:30 〜午後０:30

大塚保育所
大塚 2077-1��☎ 055-272-0500

【定　員】50人
【対象児】６か月〜小学校就学前
【給　食】３歳未満児は完全給食
�������������������３歳以上児は主食持参
【保育時間】
（平　日）午前８:30 〜午後４:30
（土曜日）午前８:30 〜午後０:30

三珠保育所
上野2672-4　☎ 055-272-0512

【定　員】50人
【対象児】１歳〜小学校就学前
【給　食】３歳未満児は完全給食
　　　　　３歳以上児は主食持参
【保育時間】
（平　日）午前８:30 〜午後４:30
（土曜日）午前８:30 〜午後０:30

富士見保育所
市川大門3663　☎ 055-272-4316
【定　員】45人
【対象児】２か月〜小学校就学前
【給　食】年齢に応じた完全給食
【保育時間】
（平　日）午前８:30 〜午後４:30
（土曜日）午前８:30 〜午後０:30

山保へきち保育所
山保 6360-1　☎ 055-272-3923

【定　員】30人
【対象児】３歳〜小学校就学前
【給　食】年齢に応じた完全給食
【保育時間】
（平　日）午前８:30 〜午後４:30
（土曜日）午前８:30 〜午後０:30

市川南保育所
下大鳥居1558　☎ 055-272-0037
【定　員】45人
【対象児】２か月〜小学校就学前
【給　食】年齢に応じた完全給食
【保育時間】
（平　日）午前８:30 〜午後４:30
（土曜日）午前８:30 〜午後０:30

ひまわり保育園
岩間2834-3　☎ 0556-32-2726

【定　員】60人
【対象児】２か月〜小学校就学前
【給　食】３歳未満児は完全給食
　　　　　３歳以上児は主食持参
【保育時間】
（平　日）午前８:30 〜午後４:30
（土曜日）午前８:30 〜午後０:30

高田保育所
高田2786-2　☎ 055-272-4862

【定　員】60人
【対象児】２か月〜小学校就学前
【給　食】３歳未満児は完全給食
　　　　　３歳以上児は主食持参
【保育時間】
（平　日）午前８:00 〜午後４：00
（土曜日）午前８:00 〜正午

定林寺立正保育園
岩間 4161-5　☎ 0556-32-2326

【定　員】50人
【対象児】２か月〜小学校就学前
【給　食】３歳未満児は完全給食
　　　　　３歳以上児は主食持参
【保育時間】
（平　日）午前８:00 〜午後４:00
（土曜日）午前８:00 〜正午

受付期間　11/16 ㈪～11/27 ㈮受付期間　11/16 ㈪～11/27 ㈮

町内の保育所、保育園
では保育所入所申し込
み受付を始めます。また
現 在、入 所・入園され
ている児童については

「継続確認書」の提出を
お願いします。
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■
健
康
管
理

　

内
科
・
眼
科
・
歯
科
・
耳
鼻

科
検
診
、
尿
・
回
虫
・
ぎ
ょ
う

虫
検
査
を
年
２
回
。
身
体
測
定

を
毎
月
行
い
ま
す
。

■
給　
　

食

　

栄
養
士
の
献
立
に
よ
る
、
年

齢
に
応
じ
た
手
作
り
給
食
と
お

や
つ
で
す（
離
乳
食
対
応
）。［
ア

レ
ル
ギ
ー
体
質
に
も
応
じ
た
調

理
内
容
で
対
応
し
て
い
ま
す
］

　

各
保
育
所（
園
）で
は
、行
事
・

誕
生
日
会
な
ど
特
別
メ
ニ
ュ
ー

で
お
楽
し
み
給
食
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

お
や
つ
は
、
３
歳
未
満
児
は

１
日
２
回
（
午
前
10
時
と
午
後

３
時
）、
３
歳
以
上
児
は
１
日

１
回
（
午
後
３
時
）
で
す
。

■
特
別
保
育
事
業

【
延
長
保
育
】
働
く
保
護
者
等

の
就
労
時
間
に
合
わ
せ
て
行
っ

て
い
ま
す
。

【
障
害
児
保
育
】
心
身
の
発
達

に
障
害
を
持
つ
子
ど
も
さ
ん
を

健
常
児
と
一
緒
に
、「
共
に
育

ち
合
う
」保
育
を
し
て
い
ま
す
。

【
乳
児
保
育
】
各
保
育
所
（
園
）

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
一
時
預
か
り
】
保
育
所
の
入

所
の
対
象
と
な
ら
な
い
就
学
前

の
児
童
で
、
保
護
者
が
月
に
数

回
程
度
仕
事
を
さ
れ
る
時
、
職

業
訓
練
な
ど
を
受
け
る
時
、
母

親
の
生
活
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
時
、

家
族
の
入
院
・
通
院
・
冠
婚
葬

祭
、
育
児
不
安
な
ど
に
よ
り
、

家
庭
で
子
育
て
が
一
時
的
に
困

難
と
な
っ
た
お
子
さ
ん
を
お
預

か
り
し
ま
す
。

【
地
域
活
動
事
業
】
老
人
保
健

施
設
な
ど
の
訪
問
、
地
域
の
お

年
寄
り
、
子
ど
も
た
ち
、
小
中

高
校
生
と
の
交
流
、
育
児
講
座

の
開
催
、
地
域
の
諸
行
事
へ
の

参
加
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

■
子
育
て
相
談

電
話
相
談
、
来
所
（
園
）
に
よ

る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他

◎
親
子
保
育
所
体
験
入
所
、
園

庭
・
保
育
室
・
プ
ー
ル
の
開
放

◎
実
習
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

受
け
入
れ

保育料の基準額表

※上表は平成 21年度のものです。来年度は変更する場合がありあます。
※同一世帯から２人以上の児童が保育所に入所している場合、第２子は基準
額の 40％、第３子以降は無料になります。
※第２〜３階層で母子世帯や在宅障害者のいる世帯などは減額処置があります。

市川幼稚園  市川三郷町市川大門 1782-1　☎ 055-272-0156 定員 80 人

市川南幼稚園  市川三郷町市川大門 561　☎ 055-272-1471 定員 160 人

 定林寺立正幼稚園  市川三郷町岩間 4161　☎ 0556-32-2326 定員 70 人

� No.050

　町内には幼稚園が次の３園あります。幼稚園は文部科学省
の管轄で、学校教育法に基づいて設置されています。
　詳しいことは直接、各幼稚園までお問い合わせ下さい。
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市川三郷の保育
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